












要約:1)1977～1987 年生まれの追跡可能であったヒスチジン血症 66 例のうち 4 例に自閉

的例が見られたので,これらの例の発達を検討した。

2)うち 1例は極小未熟児で加齢に伴い自閉的傾向,遅れが明かになった。

3)3 例は 2歳以前の発達テストは 2例で正常に,1 例では境界領域を示した 3歳前後の再テ

ストでは 3例ともに発達の遅れがみられ,2 例では兄弟の出産と重なっていた。

4)4 例ともに 2～3 歳までは言語遅滞が主な症状であったが,その後は反響言語,特異な会

話のパターン,社会性の欠如,同一性保持などの自閉的な症状が明確になった.3 例は学齢

期に達しており,知能テストで IQ は正常レベルであるが,行動面では幼児自閉症の残遺状

態を示していた。


